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市 民のうごき

人口 38，962人 + 103 

男 18，576人 +36 

女 20.386人 +67 

世帯数 11 ，753世帯 +83 

|面積 240.93平方キロメートル

咋

号

1

町
月
九
一

河
川

5
似

大洲市役所 編集 市長公室

市 民
r言明 ニe::.
意 早

6月の納税

自然の美しさを生かし、

観光都市づくりにつとめる。

0肱川の流れや、その周同 をきれ いに

する。

0旅の人をあたたかい心で迎える。

市県民税

( 1期)



おおずー(2)ー

私
達
の
住
ん
で
い
る
大
洲
市
が
、
健
全
に
発
展
す
る
た
め
に
は
、
秩

序
あ
る
都
市
計
画
に
よ
り
、
均
衡
の
と
れ
た
街
♂
つ
く
り
を
す
す
め
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

こ
の
ほ
ど
、
土
地
利
用
基
本
計
画
と
道
路
網
基
本
計
画
に
よ
り
、

大
洲
都
市
計
画
道
路
を
決
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
大
洲
市
が
よ
り
健
全
で
文
化
的
な
生
活
や
、
機
能
的
な
都

市
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
市
民
の
方
々
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

規格番号 1th11匂ノ'J( 名 延長(m) l幅員 (m)

3 . 6 . 1 大i1'1‘|徳森線 2，450 11 

3.6.2 片原町鉄砲IIIT*~l 710 11 

3.6.3 片原町本久線 970 11 

3.4.4 大洲駅前徳森線 1.050 16 

3 . 4 . 5 大洲停車場南線 420 16 

3.5.6 若宮慶雲寺線 7;:)0 12 

3.5.7 若rt:2;天j前線 720 12 

1.4.8 北只東大川|線 6.300 

川
大
洲
市
都
市
計
画

道
路

詳
細
に
つ
い
て
は
、

都
市
整
備
課
へ
わ
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

凶
大
洲
都
市
計
画
道

路
の
決
定
に
伴
-
つ

規
制
に
つ
い
て

都
市
計
画
道
路
の

区
域
内
に
お
け
る
、

新
築
、
増
築
、
改
築

は
、
法
(
都
市
計
画

法
、
建
築
基
準
法
)

の
規
定
に
よ
り
、
規

制
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
だ
し
ま
す
。

従
っ
て
、
今
後
そ
の
区
域
内
お
よ
び
隣
接
す
る
土
地
に
、
新
築
、
増

築
、
改
築
を
計
画
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
建
築
住
宅
諜
へ
お
問
い
合
ち

せ
く
だ
さ
い
。

都
市
計
画
法
、
建
築
基
準
法
の
主
会
許
可
基
準
」

川
階
数
が
二
以
下
で
地
階
を
有
し
な
い
こ
と
。

山
主
要
構
造
部
が
、
木
造
、

鉄
骨
造
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造

そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
建
築
住
宅
諜
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
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活
力
あ
る
農
村
経
営
を

大
洲
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
完
成

l
i
Z
3
4

込

山
町
村
総
A
H
強
制
モ
デ
ル
引
業
の
‘
環
と
し

て
、
新
作
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
大
洲

山
農
村
環
境
改
持
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
ま
し

た
。昨

年
八
月
に
打
工
し
、
総
工
砂
川

一
低
九
千

七
百
二
一万
円
で
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
二

階
建
、
延
床
面
柏

一
、
O
六
八
平
方
メ
ー
ト

ル
の
同
セ
ン
タ
ー
に
は
、

一
階
に
展
一郎
ホ
ー

ル
、
保
健
室
、
ぃ
下
務
室
、
利
室
会
選
豆
、
議

住
室
、
小
会
議
室
、
訓
埋
実
習
室
、
生
活
作

修
室
、

」
一附
に
、

ス
テ
ー
ジ
付
多
ハ
的
ホ
ー

ル
、
出
版
事
聞
は
民
主
一校
M
A室
が
あ
り
ま
す
。

おおす一(3)一一広報

一怖いば式
に
は
、
近
川
市
長
、
小
泉
山
議
会

議
長
を
は
じ
め
関
係
行
多
数
が
山
山
し
、
山

長
は
、
「
こ
の
建
物
は
、
川
力
あ
る
山
町
村
絞
れ

と
、
地
域
の
個
性
を
生
か
す
生
市
環
境
を
担

え
る
た
め
の
胞
設
で
す
。
地
域
の
述
叶
官
官
深

め
る
科
Mm印
刷
の
山川
と
し
て
、
卜
分
に
川
川

し
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
し
、
オ

ー
ブ
ン
を
祝
い
ま
し
た
。

}
の
セ
ン
タ
ー
の
完
成
に
よ
り
、
川
出
版
何
日

埋
、
生
活
改
革
日
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し

て
利
用
さ
れ
る
な
ど
、
き
め
こ
ま
か
い
、一幅

広
い
出
動
が
推
進
さ
れ
、H
明
る
く
住
み
よ
い

農
村
H

づ
く
り
に
役
立
つ
も
の
と
則
侍
さ
れ

て
い
ま
す
。

E 

F 
E 

》
f， .盛田園園田園画醤量司聴器韻誼圃E冨圃画圃 かた どそ
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Z た 快求| て逆!の l 六立た 、、 u い よ げ ゴ
包め j車めマむ IIIJU L H い ちそ 近 るうるミ
らになではりをかで瓦の ilこ隣i だ な こ の
も 、生 "ま「らす 円|おらに社 け '/)と 々な
弘わ 日 でよす環 卜 。は 力 の生会 で適 か い
為た王壊すり o lj'~ わ 「が 心 i古 の (まな Ftff
もし坑 。よこ週 日が世必 くす環 、環 き潔
るたを いと IIIJ ま国界必ぱる lJ~ な lJ~ まな
もちつ 環し」でで環でりわ支 かもて 11Ij' 
~ il く おZ のとのは lj~ ~とた 化 な 、 ν

営

ま 担が事行工 す災も
た 言羊し 明(it'(う司五な 。f本予
はしてしがこはお 節IJ '& 
市いくいかと、 、 づも
役 こ れ 場 か に 本 flllt く Z
所と ま 合 る な 来 づ り 2
建 はすはな っそく を 2
3支 、 。 、どでこり し 2
諜大 国 、いにや て 3
ま川| が 悩 ま 住 石 わ、 5
で中 世人すむ fJ.~ く長
お央 用のが人み こる
尋土の力 、々 な と 3
ね木 ーで 多のど が n

下事 告15 は額貰・の 大
さ務 を施の任防 切
い所 負工工で災 で ト

よりよい環境を求めて

わ
た
し
た
ち
が
望
む

持
ら
し
や
す
い
快
適
な

生
活
環
境
と
は

l
iま

ず
、
さ
わ
や
か
な
空
気

持
け
さ
、
ハ
州
あ
ふ
れ
る

:
l、

!

、

1
l

f
L
広
川
ら
カ
な
札
川

6月 5日---11日環境週間
ふ
だ
ん
か
ら
防
災
体
制
い
つ
く
り
を

六
月
は
梅
雨
シ
ー
ズ
ン
。

長
雨
や
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
っ
て
地
盤
が

ゆ
る
み
、
が
け
崩
れ
や
地
す
べ
り
が
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

勾
配
が
一二
十
度
以
上
あ
る

H

が
け
崩
れ
危

険
区
域
H

に
家
が
丘
戸
以
上
あ
る
と
こ
ろ
は

全
国
で
約
六
万
四
千
ケ
所
も
あ
り
、
約
百
万

戸
が
危
険
と
同
居
し
て
い
ま
す
。

が
け
崩
れ
は
、

一
瞬
に
し
て
家
屋
、
人
命

が
失
わ
れ
る
恐
し
い
災
害
で
す
。
昭
和
四
十

五
年
か
ら
昨
年
ま
で
の
十
午
問
に
発
生
し
た

が
け
崩
れ
は
五
千
回
以
上
、
死
者
約
七
百
七

十
人
、
負
傷
者
約
九
百
人
、
家
屋
の
全
壊

・

半
壊
合
わ
せ
て
一
万
戸
以
上
と
い
う
数
字
が

そ
の
州
ま
し
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

六
月
一
日
か
ら
七
日
は
「
が
け
崩
れ
防
災

週
間
」
で
す
。
長
雨
や
豪
雨
の
と
き
は
も
ち

ろ
ん
、
地
震
や
地
震
の
後
の
雨
も
が
け
航
れ

の
赤
信
丹
。

内
い
ざ
H

と
い
う
と
き
に
備
え
て
、
災
害

防
止
の
た
め
の
工
事
を
し
た
り
、
避
難
方
法

や
避
難
場
所
な
ど
を
家
族
で
話
し
合
い
、
防

身
の
身
近
な
環
岐
川
組
に
、
ハ
を
向
け
て
み

ま
し
ょ
う
。
大
洲
市
の
辺
助
け
標
は
次
の
と

む
り
で
す
。

O
什
然
環
岐
を
以
泌
し
で
(
し
い
生
川
環
境
づ

く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

0
的
て
な
い
、
こ
わ
さ
な
い
、
よ
ご
さ
な
い

の
心
が
け
で
れ
然
を
ふ寸
り
、
豊
か
で
芙
し

い
郷
土
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

O
企
業
ゃ
い
下
業
所
の
胞
設
は
公
害
発
生
の
お

そ
れ
は
な
い
か
総
点
検
を
行
い
、
公
害
の

な
い
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ

.「ノ
。

O
行
主
柏
物

(
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
革
、
ブ

タ
ヰ
な
ど
)
の
除
去
と
繁
州
防
止
に

つ
と

め
ま
し
ょ
〉
。

O
山
や
川
に
ゴ
ミ
を
拾
て
な
い
よ
う
に
し
ま

し
よ
う
。
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課
税
最
低
限
四
万
4
千
円
に

市
・
県
民
税
(
個
人
)
の
改
正

課税標準段階 |豆 分
税率

改正後 E文 正 同リ

2% 30)j P-j .L-:J，ドの客点 30万円以下の額

3 30万円をこえる額 30)=j円をこえる額

4 45万円 // 50万円 'l 

5 70万円 // 80万円 // 

6 100万円 // 110万円 // 

7 130万円 // 150万円 // 

8 230万円 // 250万円 // 

9 370万円 // 400万円 // 

10 570万円 。 600万円 // 

11 950万円 // 1000万円 // 

12 1900万円 。 2000万円 // 

13 2900万円 // 3000万円 // 

14 4900万円 // 5000万円 // 

所得控除の極封i 改正後 改正前

基 応主 J空 除 22)j IJ j 21万円

自己 {吊 省 控 |徐 22力ir' j 21万円

.jf 1S 控 l徐 22万円 20h円

老 人 t夫 長控除 23)J IJ 1 21万円

(新設)ffil P，I~老:m等扶益性l徐 26 )jP j 

討rー・r 11 控 除 21 TiP-j 19万円

老 -d J空 |徐 21hPj 19万円

寡. !t'l} f空 除 21万円 19万円

勤労 学生 控除 21)]IJ j 19万円

午千 円1I ド信 事ヲ: 者 f空 F余 23万円 21万円

区 分 改正初 改正liijI 

市民税 1，0001Tj 700円 |

県以税 500円 300lJ 1 

1，500円 1，000円

個
人
の
市
県
以
税
が
昭
和
田
年
度
か
ら
改

正
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
主
な
も
の
は
各
控

除
の
引
き
上
げ
等
に
よ

っ
て
、
い
必
と
チ
供
一
一

人
を
扶
益
し
て
い
る
給
与
所
得
行
の
課
税
円
以

低
限
が
年
収

一
.K
八
万
川
千
川

(
改
正
前

-

問
九
万
円
)
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
税
負
制
一
の
均
術
な
ど
を
考
え
、
山

民
税
の
税
率
適
用
区
分
と
、
均
等
割
額
の
改

正
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
ご
不
明
の
点
な
ど
に
つ
い
て
は
、

市
税
務
謀
ま
で
お
川
い
介
せ
く
だ
さ
い
。

(3)個人市民税の税率適用区分

広報

(1 )個人市県民税の均等割

(2)個人市県民税諸控除

A
7
ま
は
の
重
点

μ
標
の
説
明
が
あ
り
、
各
分

科
会
に
分
れ
て
研
究
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
丘
十
五
年
の
大
洲
市
教
育
安
只
会
教

育
基
本
方
針
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
た
か
い
知
性
と
、
ゆ
た
か
な
創
造
性
を
育

て
る
。

②
あ
た
た
か
い
心
情
と
、
誠
実
な
人
間
性
を

育
て
る
。

③
つ
よ
い
意
志
と
、
た
く
ま
し
い
体
力
を
育

て
る
。

ω郷
土
に
誇
り
を
も
ち
、
郷
土
を
愛
す
る
心

と
、
望
ま
し
い
連
帯
意
識
を
育
て
る
。

⑤
先
折
門
の
旦
と
し
て
の
伝
統
を
生
か
し
、
か

お
り
高
い
文
化
を
育
て
る
。

。
教
育
諸
条
件
の
技
術
惟
立
を
は
か
り
、
大

洲
市
教
育
の
進
展
向
上
に
努
め
る
。

浜
教
育
事
務
所
長
な
ど
の
来

賓
を
迎
え
、
市
内
幼
稚
園
、

小
中
学
校
、
公
民
館
職

μ三

百
五
十
名
の
出
席
の
も
と
、

昭
和
五
十
五
年
度
大
洲
市
教

育
研
究
所
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

大
川
教
育
研
究
所
長
か
ら

八
0
年
代
の
社
会
の
動
向
を

ふ
ま
え
て
、
愛
媛
県
お
よ
び

大
洲
市
の
教
育
基
本
方
針
に

則
り
、
豊
か
さ
と
安
ら
ま
を

求
め
る
教
育
に
努
め
て
欲
し

い
と
の
あ
い
さ
の
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
総
務
、
学
校
教
育
、
社
会
教

育
、
同
和
教
育
、
保
健
法
宵
の
各
部
会
よ
り

要
件
、
軽
減
額
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

.
j

幡
浜
地
方
局
税
務
課
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

、。

不
動
産
取
得
税
の
軽
減

ω日
以
内
に
申
告
が
必
要

80年代に対応した教育を

大洲市教育研究所総会

E
O
八

九

四

②

四

一

内

線

四

四

・
四
五

大
洲
青
年
会
議
所
お
周
年
記
念

N
H
K
文
化
講
演
会
ご
案
内

0
1
川

6
川
却
日
山

2
川
開
演

O
山
川
所
大
洲
山
以
会
館
ト
八
ぷ
|
ル

O
北
川
お
よ
び
テ
ー
マ

飯
沢
一
同
氏
(
出
劇
と
人
間
)

け
仇
肝
一
点
郎
氏

(別
代
技
術
文
川
の

ゆ
く
え
)

土
地
ゃ
ん
家
出
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
不

動
産
取
得
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
所
定
の
要
件
を
み
た
す
住
宅

や
住
宅
用
土
地
を
取
得
し
た
場
合
は
、
そ
の

取
得
の
日
か
ら
印
日
以
内
に
申
告
し
た
と
き

に
限
り
、
不
動
産
取
得
税
が
蜂
滅
さ
れ
ま
す
。

こ
の
巾
作
は
、
住
宅
を
建
築
し
た
喝
合
と

新
築
住
宅
問
土
地
を
取
得
し
た
場
合
は
、
昭

和
日
午
7
川
1
H
U陣
か
ら
、
ま
た
、
既
存

(中
古
)
住
宅
と
既
存
(
中
古
)
住
宅
用
土

地
の
場
合
は
昭
和
田
年
4
川
1
H
以
降
に
取

得
し
た
も
の
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

一一一一一lI(lf1l551ド5川2011

四
月
二
十
五
日
、
大

洲
小
学
校
に
お
い
て
、

近
田
市
長
、
保
木
八
幡

さ O
L、，i下ノ¥

し 土幼
E く 料
。 (;:1:. !;:I:. 
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2選行選
ー挙 と挙大

足ど:白 [， ~ 人事か ì'H‘|
ふし|副). ~ 名務 ら 市

;語調;i雪量三重
~: 数 i 章安た重
認 し葺 6舌十ピ選委い市IJ しヨ投な投午午

? れ t算 l 挙要 。度人票い票後前
h 機 ドのま をは所用日六七
ー に化的で ご 、で務当時日寺
Zょを石雀は 利不投な日まか
tり図 な 、 用在票どやでら
‘ 処 る管今 く者でのむ
~ ~里た E盟回 だ t5tきたを
tす め 執 の さ票なめ符

: 
h 
h 
h 
h 

t 
i 
h 
h 

t 
h 
h 
h 
h 
h 

h 

h 

h 

h 

t 
は下買と芝 :
な 駄 出 こ 居 F
ら ・ しろ見 :
な傘やで物 画
いや 商見 で 2

0 木 売 物 は =
綿をせ ー・ー

( 合しよ般 :
一 羽 て 。の h
音15なは人 :
~どな と両
系勺(まら は E
) 用な な両

い い れー
で 。 た Z

んた 封 入者 流こ ま や え;
だ者と又もが浪るし洪江て t
りをし 、多多 しょ た水 戸み t
し 1 て幕 く 数た う 。が I!キま E
まみ、府 、ありにそあ代し Z
し せ 圭 す や こり 、なれい のよ F
たし建藩れ ま都りにつ中う :
がめ的はがし市 、伴ぎヒ頁 。 百

となこ ー たに百 つ いか 2 
こし街IJの っ 。流姓て大ら = 
れて度よの 音15 れは 一 飢 、 E 
も音15 ゃ う 理 落込土撲き 全 Z 
そ落提な由 へ ん 地 もん国 F 
のへに 世 で 流だを各がで : 
原送 違相 す入り捨 地 続は 匝
|刻り反を 。 しすでで発凶 2 
の iる し 74f たるで走呈し イ乍 E 

h 

t 
ゑり、記 号二 重ゑ愛 弓 iなし 良 明 品 で 三 そク拡 答 で 問 い小かで 答 流た
り全 人か らがね媛で 4 どい育を 沢 、普 の を 大ま し今うさつ 、新れ め
ま国が つ れ処て県ぇ ; 巧 。園設中 inJ地他 重しずよの 一二な 、基 し て に
す的部たた汗IJ直の 2発 児置字ら区要ね、 、う青面も !土Il砕いい
。に落人例さ訴あ h 』 のし校かに望 、地袋 か L干ーをの分 作農 る
同に、ゃれ しる :菩 給て、のカと連域業 。島考で の 物 業 が {副

主会三ムイす 4 i妻 舎で業主 Z与字警護 著ih国2雲;奈
うらか落のとは '地 牛ぃ 中 をが 、べ 来IDを はべそに定は 手
なれいの家し、 ~ J.j} 乳 。学講噌 きか整 、きれ視 化 、 近
f列たで人族た藩 E行 を 校じ ))11 でい備 どでを 里子 を 時 な
が 例 村 と が 百 の h わ 飲 にでし はプし うは 利を 図 代 現
数な八の音15姓 重 tれ ま 、nY( て な ラ 、 あな用広りに
限ど分結落の税 h ま せ 夜しい いン規 るいすげ 、対 収
り がに婚に代に tk z 間いる 弓子模 べ か るで な応 人

あさが 追 表耐 亀る 似 l!官 。の / を き 。と 、お し
町
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寸
六
月
二
十
二
日
は
投
票
E
li--

」

「
l

衆
議
院
・
参
議
院
同
日
選
挙

し

政
治
の
主
役
は
私
た
ち
で
す

み
ん
な
こ
ぞ
っ
て

き
れ
い
な
選
挙
7
Z
い
た
し
ま
し
ょ
う

投:

ヨ室
フ7て

日寺

間

不
在
者
投
票
制
度

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
選
挙
人
名
簿
抄
本
及
び
投
票

所
入
場
券
が
、
カ
タ
カ
ナ
表
示
に
変
わ
り
ま

す
か
ら
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

投
票
日
に
は

受
付
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る

よ
う
、
配
布
い
た
し
ま
す
投
票
所
入
場
券
を

必
ず
持
続
し
て
ド
さ
い
。

贈
ら
な
い

求
め
な
い

受
け
と
ら
な
い

き
れ
い
な
選
挙
で

明
る
い
ま
ち
を

大
洲
市
川
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

大
洲
市
選
挙
管
理
委
員
会

差
別
の
強
ま
り
と
人
々
の
め
ざ
め

一
、
差
別
の
強
ま
り

おおず

江
戸
時
代
の
中
頃
か
ら
、
こ
の
ピ
一
フ
ミ
y

ト
型
の
身
分
制
度
は
経
済
的
理
由
や
、
き
び

し
い
差
別
性
か
ら
く
ず
れ
を
み
せ
は
じ
め
、

百
姓

一
撲
も
各
地
で
起
こ
る
よ
う
に
な

っ
て

き
ま
し
た
。

幕
府
や
藩
は
あ
わ
て
て
こ
の
封
建
制
度
の

た
て
な
お
し
を
は
か
り
、

f
姓
に
は
年
交
の

一 (5)一広報

取
り
た
て
を
ま
す
ま
す
き
び
し
く
寸
る
一
方

ふ
れ
由
き

部
落
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
の
「
触
書
」
や
、

お
骨
て
が
ま

一
提
書
」
を
出
し
て
、
い
っ
そ
う
身
分
差
別

を
き
び
し
く
し
て
い
き
ま
し
た
。

愛
媛
県
の
あ
る
藩
で
も
次
の
よ
う
な
倍
書

を
出
し
て
人
権
を
鈍
…
視
し
、
差
別
し
て
い
ま

す
。、

部
落
民
の
服
装
や
家
に
は
そ
れ
を
わ
か

る
目
印
を
つ
け
よ
。

青年農業者農政懇談会より

μ
月
九
日
夜
、
中
央
公
以
飢
に

お
い
て
、
近
川
市
長
、
大
行
政
業

改
良
汗
及
所
長
を
迎
え
て
、
大
洲

市
青
年
農
業
占
協
治
会
の
主
催
に

よ
り
、出版
政
懇
談
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

市
長
よ
り
「
戦
後
三
卜
年
を
経

で
、
農
家
経
営
も
変
乙
・則
に
あ
り

若
い
人
の
力
で
、
生
産
基
盤
を
拡

大
し
、
技
術
を
取
得
し
て
、
新
し

い
農
村•• 
つ
く
り
に
努
力
し
て
ド
さ

江
戸
時
代
の
三
百
年
を
通
じ
て
、
日
本
の

f
口
は
約
三
千
万
人
と
ほ
と
ん
ど
変
化
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
部
落
の
人
口
は
こ
の

頃
か
ら
増
大
し
始
め
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て

三
倍

1
五
倍
に
ふ
え
た
と
こ
ろ
は
各
地
に
あ

り
ま
す
。
な
ぜ
そ
う
な

っ
た
か
に
つ
い
て
考

い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
り

こ
の
あ
と
、
i
卜
名
勺
山
作
農
業
行
を
小

心
に
し
て
、
懇
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

れ
な
内
科
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問

国
日
ハ
イ
ロ

y
ト
の
人
制
お
よ
び
上
地

の
利
刑
方
法
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
c

答

造
成
後
の
必
地
に
つ
い
て
は
、
地
ベ
の

山

u・4
の
皆
さ
ま
に
利
川
し
て
い
た
だ
き
、

ま
た
、
利
川
ト
心
法
に
つ
い
て
は
、
川
地
ご

と
に
…
日
出
脱
却
会
を
も
う
け
て
、
作
什
作
物

の
選
択
な
ど
を
行
い
た
い
と
樗
え
て
い
ま

-
o
 

関

野
菜
な
ど
の
生
・
淀
川且
の
増
加
に
と
も
な

い
、
倒
栴
の
安
定
が
く
ず
れ
る
の
で
は
な

し
，
力
。

答

生
産
祉
の

m加
に
付
し
て
は
、
中
央
市

場
だ
け
に

H
を
向
け
ず
、
中
央
市
場
と
地

域
内
消
伐
の

一つ
の
市
場
を
考
え
て
、
山

引
を
考
え
る
。

問

農
業
経
口
百
の
基
盤
が
確
立
し
て
い
な
い

ーコ
て〉

く
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市民の

ひろば
愛
媛
県
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
よ
り

一健康管理は十分で すか

以
近
は
、
生
活
環
境
の
変
化

や
、
れ
木
益
の
か
た
よ
り
な
ど
で

高
血
圧
、
貧
血
、
肥
満
な
ど
に

悩
む
半
健
康
人
と
い
わ
点
る
人

が
、
噌
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

健
康
は
円
分
ハ
身
で
つ
く
り

だ
す
も
の
で
す
。

愛
媛
県
健
康
明
進
セ
ン
タ
ー

は
、
皆
さ
ん
に
健
康
で
豊
か
な

生
活
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使

用
し
て
多
項
目
の
検
査

(尿
、

血
液
、
血
液
化
学
、
胸
部
レ

ン

ト
ゲ
ン
、
血
圧
、
心
電
凶
、
似

底
な
ど
)
を
短
時
間
で
お
こ
な

い、

山市川
の
医
川
、
栄
持
七
、

保
健
制
、
運
動
指
導
以
が
、
.

体
と
な
っ
て
診
断
と
桁
導
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。

年
に

十
度
は
、
円
分
の
健
康

を
椛
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

使
用
料
金
お
よ
び
時
間

H ul *・}合 11M 11 11.¥' 11:1 
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巾
し
込
み
、
お
問
い
合
せ
は
、

日以
寄
の
保

健
所
、
ま
た
は
直
接
セ
ン
タ
ー
へ
ど
う
ぞ
。

O
愛
媛
県
健
康
増
進
セ

ン
タ
ー

松
山
市
末
広
町

(県
立
中
央
病
院
西
隣
)

宮

(
O八
九
九
)
間
五
l
八
O
O八

大
川
公
民
館
完
成

けた j舌
て因 。動 凶
建庫 の 月
築補 拠七
さ B力点目
れと
た国 大 大
こ民 川川
の年 公地
建金民区
物の 館の
は i塁カf コ
元完ミ

ネ怠副! 成 ユ
工資 しニ
費を まテ
五受 しイ

年
賀
は
が
き
寄
附
金

大
洲
幸
楽
園
ヘ

昭
和
五
十
四
年
度
の
お
年
玉
っ
き
郵
便
は

が
き
寄
附
金
の
配
分
が
こ
の
ほ
ど
決
ま
り
、

大
洲
市
で
は
、
大
洲
幸
楽
園
(
西
大
洲
)
へ

三
五
O
万
円
が
配
分
さ
れ
ま
す
。

こ
の
寄
附
金
は
、
毎
年
郵
政
省
が
発
行
し

て
い
る
寄
附
金
っ
き
年
賀
は
が
き
(
一一一

円

)
に
附
加
さ
れ
て
い
る
も
の
(
寄
附
金

一
円
)

千
万
円
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建
、

面
積
は
五

O
九
平
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。
一

階

に
は
事
務
室
、
和
室
、
図
書
室
、
二
階
に
は

講
義
室
、
調
理
実
習
室
な
ど
が
あ
る
近
代
的

な
建
物
で
す
。

今
後
は
、
こ
こ
を
中
心
と
し
て
、
さ
ら
に

幅
広
い
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
・ソ
、
住
民
か
ら

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

合
理
的
な
生
活
を

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
委
嘱

五
月
十
二
日
中
央
公
民
館
で
、
昭
和
田
年

度
大
洲
市
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
二
十
名
の
委

嘱
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

消
政
者
モ

ニ
タ
ー
は
、
消
費
者
の
意
見
や

要
望
な
ど
を
吸
収
し
、
行
P
一
面
や
業
界
に
反

映
さ
せ
る
仕
事
を
し
て
い
く
も
の
で
す
。
消

費
生
活
に
関
す
る
意
見
や
苦
情
が
あ
る
と
き

は
、
各
地
区
の
モ
ニ
タ
ー
、
ま
た
は
、
市
商

工
観
光
諜
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

委
嘱
し
た
各
地
区
の
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

で
、
配
分
先
及
び
配
分
額
は
郵
政
省
審
受
云

の
答
申
を
得
て
、
郵
政
省
が
決
定
し
、

学
術

医
療
及
び
社
会
福
祉
団
体
等
に
配
分
さ
れ
る

こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

川
ハ
二
卜
7

一日
に
松
山
中
央
郵
便
局
で
配

分
さ
れ
た
寄
附
金
は
、
幸
楽
園
の
洗
濯
ゐ
新

築
伐
と
洗
濯
機
器
の
購
入
資
に
あ
て
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
入
所
者
の
衛
生
管
理

が
十
分
に
行
な
わ
れ
る
と
忠
い
ま
す
。

は
、
次
の
か
た
が
た
で
す
。

肱
南
地
区

忽
那
博
子

高
見
フ
ミ

松
井
満
子

白
石
成
子

新
田
雅
子

西
尾
ち
ど
り

松
本
早
苗

田
丸
美
恵
子

佐
々
山
和
子

城
ノ
一戸
恵
子

窪

久

江

平
野
地
区

松

中

シ
ゲ
子

南
久
米
地
区
井
上
光
子

菅
団
地
区
谷
本
幸
美

大
川
地
区
山
首
民
恵

柳
沢
地
区
中
野
貞
子

新
谷
地
区

二
宮
智
子

三
善
地
区
富
永
香
代
子

八
多
喜
地
区
上
田
芳
加

上
須
戒
地
区
神
山
寿
子

肱
北
地
区

(敬
称
略
)

宮
③
3
7
1
5

④
3
5
2
0
 

③
4
7
2
6
 

④
6
2
4
6
 

④
5
4
6
5
 

④
4
7
5
6
 

⑤
2
6
4
3
 

④
5
8
3
1
 

④
2
8
9
1
 

④
4
2
7
5
 

④
3
7
3
0
 

③
3
1
4
5
 

④
7
2
0
2
 

⑤
5
1
0
3
 

⑦
7
4
8
4
 

⑤
8
2
6
6
 

⑤
0
5
0
1
 

⑤
1
2
5
7
 

⑤
0
6
2
9
 

⑤
0
3
8
9
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一

大
洲
山
役
所
市
長
公
室
内

広
出
お
む
ず

「山
以
の
こ
え
」

係

必
ず
住
川
、
氏
名
、
年
齢
を
川
記
し
て
く

だ
さ
い
。



母
親
の
日
ご
ろ
の
苦
労
と
、
ま
ご
こ
ろ
に

感
謝
し
、
明
る
い
家
庭
、
住
み
よ
い
地
域
を

願
っ
て
、
母
の
日
の
前
日

に
あ
た
る
5
月
刊
日
に
、

中
央
公
民
館
で
母
の
日
の

つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。主

催
者
を
代
表
し
て
、

大
川
教
育
長
よ
り
、

「
お
母
さ
ん
方
の
日
頃

の
ご
苦
労
に
対
し
て
、
感
謝
す
る
と
と
も
に

fl百平1155年 5月20日一一一一ー

こ
れ
か
ら
も
、
母
と
し
て
、
妻
と
し
て
、
家

庭
で
、
社
会
で
、
そ
の
役
割
を
果
し
て
欲
し

い
D

」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
各
方
面
で
活
躍
さ
れ
子
供
を

立
派
に
育
て
ら
れ
た
優
良
母
親
に
、
教
育
委

員
会
池
田
委
員
長
よ
り
表
彰
状
を
、
地
区
婦

人
会
、
青
年
団
か
ら
は
、
記
念
品
や
花
束
が

贈
ら
れ

、
つ

c

つ
い
て
、
小
中
学
校
の
生
徒
よ

り
、
お
か
あ
さ
ん
あ
り
が
と
う
、
と
作
文
の

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

優
良
母
親
と
し
て
、
表
彰
さ
れ
た
か
た
は

次
の
と
お
り
で
す
。

中

村

米

津

フ

サ

ノ

(七

O
才
)

五
郎
石
村
フ
キ
エ
(
八
四
才
)

大
川

除
家
道
子
(
五
九
才
)

柳

沢

中

村

立

子
(
六
三
才
)

八
多
喜
田
苗
シ
ノ
ブ
(
七

or)

上
須
岐
梶
付
行
K
M

ハ美
愛
-
八

O
才」

中
国
婦
人
代
表
団

大
洲
の
酪
農
を
視
察

親
子
三
代
に
わ
た
っ
て
、
酪
農
経
営
を
続

け
て
い
る
菅
田
町
の
城
戸
安
博
さ
ん
方
に
、

四
月
二
士
一百
午
后
、
中
華
全
国
婦
女
連
合

会
(
羅
珠
団
長
)
の
一
行

一
二
名
が
訪
れ
ま

し
た
。昭

和
五
十
四
年
度
の
「
日
本
農
業
大
賞
」

(酪
農
部
門
個
人
の
部
)
を
受
賞
し
た
城
戸

さ
ん
の
酪
農
経
営
の
実
際
を
熱
心
に
見
学
し

た
あ
と
、
城
戸
さ
ん
宅
に
て
、
し
ぼ
り
た
て

の
牛
乳
で
乾
杯
し
、
酪
農
経
営
の
苦
労
話
、

家
族
の
こ
と
、
生
活
風
土
の
相
違
な
ど
に
つ

い
て
歓
談
し
友
好
を
温
め
ま
し
た
。

おかあさんありがとう

第28回母の日のつどい

お おず一 げ)一広報

四
年
、
中
学
の
P
T
A
会
員

三
、
開
設
期
間
昭
和
五
十
五
年
七
月
か
ら

中

央

公

民

館

長

村

本

同
五
十
六
年
二
月
ま
で
(
六
回
開
講
)
。

中
央
公
民
館
は
「
心
の

か

よ

う

ふ

る

さ

と

い

文

化

を

育

て

る

四

、

会

場

大

洲

市

立

中

央

公

民

館

c

つ
く
り
を
め
ざ
す
社
会
教
育
の
推
進
」
に
取
以
上
七
項
目
を
あ
げ
て
、
各
種
団
体
の
協
五
、

学
習
内
容
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
映
画

り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
本
年
度
の
重
点
目
力
を
得
、
各
種
行
事
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
の
視
聴
に
よ
る
共
同
話
し
合
い
と
助
言
者
、

標
は
、

て
お
り
ま
す
。
な
お
本
年
度
の
学
級
開
設
計
講
師
の
指
導
等

一
、
豊
か
な
心
を
育
て
る
社
会
教
育
の
展
開
画
は
、

青
年
学
級
一

、
占
杢
挺
教
育
学
級
一

一、

開
講
中
の
視
聴
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
ら

二
、

社

会

教

育

推

進

体

制

の

確

立

婦

人

学
級
二
、
高
齢
者
教
室
一

、
成
人
学
級
に
関
連
す
る
番
組
の
視
聴
を
家
庭
内
で
つ
と

三
、
同
和
教
育
の
推
進

一
、
計

七

学

級

を

開

設

致

し

ま

す

。

め

て

日

常

化
さ
せ
、

こ
れ
ら
の
視
聴
か
ら
生

四
、
文
化
の

振

興

こ

れ

ら

学

級

活

動

の

中

で

特

筆

す

べ

き

も

じ

た

問

題

点

等

も

開

講

時

の

視

聴

お

よ

び

話

ま
た
、
上
記

の

重

点

目

標

を

実

現

す

る

た

の

を

紹

介

し

ま

す

。

し

合

い

に

関

連

さ

せ

て

考

え

あ

う

よ

う

つ

と

め
の
努
力
目
標
は
、

Q
Y
T
A
大

学

め

る

こ

と

に

し

て

い

ま

す

。

一
、
た
く
ま
し
い
少
年
の
育
成

一
、
目
標

子
供
を
健
全
育
成
す
る
た
め
に
こ
の
よ
う
に
し
て
、
社
会
の
変
化
に
対
応

二
、
若

さ

溢

れ

る

青

年

の

育

成

父

母

や

教

師

が

一

体

と

な

っ

て

、
子

供

の

学

し

た

、
公
民
館
活
動
を
展
開
す
る
た
め
、
生

三
、
自
主
創
造
の
生
活
を
め
ざ
す
成
人
教
育
習
環
境
を
整
え
て
や
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
、
涯
の
各
時
期
に
お
け
る
、
生
活
課
題
を
ほ
り

四
、
生
き
が
い
を
み
い
だ
す
高
齢
者
教
育
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
P
T
A
の

お

こ

し

、
社
会
教
育
へ
の
参
加
形
態、

学
習

五
、
時
代
の
変
化
に
即
応
し
た
公
民
館
経
営
積
極
的
な
参
加
を
す
す
め
、
健
全

な

家

庭

づ

内

容
、
学
習
媒
体
等
に
つ
い
て
発
想
の
転
換

六
、
差
別
の
な
い
社
会
づ

く

り

く

り

と

豊

か

な

人

間

性

の

啓

発

に

初

め

る

。

を
図
り
、
生
涯
学
習
の
定
着
化
め
ざ
し
、
活

七
、
歴
史
と
伝
統
を
生
か
し
、
か
お
り
た
か

二
、
対
象
市
内
各
校
区
の
小
学
校
一
年
、
力
あ
る
地
域
社
会
の
創
造
に
つ
と
め
た
い
。

の
伊
的
ゐ
品
ゐ
沿
ゐ
沿
ゐ
ぬ
ゐ
品
ゐ
A
白
雨
ゐ
品
v
伊
的
白
砂
ψ
の
ψ
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
O
m
h
d
b尚
白
雨
ゐ
尚
命
的
'
ψ
0
0
0
0ゆ
伊
ゆ
切
の
明
治
命
治
ゐ
め
ゐ
沿
ゐ
尚
白
尚
白
雨
ゐ
尚
白
雨
仏
前
ゐ
品
ゐ
品
ゐ
ぷ

大
洲
市
身
体
障
害
者
協
議
会
は
、
身
体
障
害
者
福

祉
法
施
行
三
十
周
年
を
記
念
し
て
、
市
民
会
館
前
、

苧
綿
櫓
下
に
記
念
碑
を
建
立
し
ま
し
た
。

五
月

一
日
、
関
係
者
出
席
の
も
と
除
幕
式
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
碑
に
は
、

H

不
自
由
の
身
を
堪
え
来
れ

ば
花
乃
城
付
と
刻
ま
れ
で
い
ま
す
。

中

央

民

館

の

活

動

公

市民会館前に記念碑

大洲市身体障害者協議会

董
E

計

あ

り

が

と

運

動

大
洲
商
工
会
議
所
で
は
、
青
年
部
会
を
中
心
と
し
て
、
六
月
一
日

よ
り
一
ヶ
月
間
、
「
あ
り
が
と
う
運
動
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

温
か
い
心
の
交
流
を
目
指
し
て
、
こ
の
運
動
を
進
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。大

洲
市
の
イ
メ
ー
ジ

・
ア
ッ
プ
の
た
め
に
も
、
心
の
か
よ
う
言
葉

使
い
を
励
行
し
、
そ
れ
を
態
度
で
表
わ
し
、
気
持
よ
く
、
「
あ
り
が
と

う
」
と
言
、っ
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

つ
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⑩
⑧
③
⑧
 

⑧

⑩

 

次
の
と
お
り
無
料
相
談
を
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

V
交
通
事
故
相
談
円

と

き

6
月
9
日

叩

時

i
M時

6
H
m日

と
こ
ろ
市
役
所
第

一
会
議
室

V
人
権
相
談
日

広報

と

き

6

ハ
m
u
u時
1
凶
時

と
こ
ろ
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

V
心
配
ご
と
相
談
日

と

き

6
月
2
H

6
月

ω円
13 
H寺

。1
16 
日、子

6
月
初
日

6
月

お

目

。

と
こ
ろ
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

V
家
庭
児
童
相
談
日

と

き

毎

日

9
時
1
日
時

た
だ
し
、
土
M
Hは
ロ
時
ま
で

日
曜
日
、
祭
日
は
休
み
ま
す
。

と
こ
ろ
大
洲
市
福
祉
事
務
所

V
行
政
相
談
日

と

き

6
月
日
口
叩
時
i
m
時

と
こ
ろ
大
洲
市
民
会
館

急
が
れ
る
時
は
電
話
を
ご
利
用
下
さ
い
。

宮
④

3
7
9
4
(玉
木
)

V
不
動
産
相
談
日

と

き

毎

月

日

日

9
時
i
m
時

と
こ
ろ
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
大
削

部

(
f
ご
¥
洲
四

O
七
側
フ
ヂ
エ

ダ
)

。

一

6月1日，_7日水道週間

)さは、 いまさらいうまでもありま

;J" iliの本がーl仁まったら 、 わたし
[ は μilJ'I~ にマヒしま す。 'ゑー出で、 ' Jと

:: 'C' 、 工.r~，~で 、 いたるところでウーち
こ とになります。
i、 わたしたちは水道の便利さにH'l
3もすると 、ふだんはポのありがた

、ど感じないで存 しています。

1- 7けは、木造週llilです。 この機
，}立、非しの中の水につ いて 汚えて

オ 章は次の水道組合ヘ

当番 U 修理にあたる業者 連総先

6月 1日 内川電気本道設備 H 5 -5532 

6月8日 久保 水道府 ク 6-0537 

6月15日 i';~ 111 本道工事!古 ク 4-2583 

6月22日 縮担r水道工事屈 ft3-28日・4-2216

6月29日 大塚鉄工事 H 5 -0300 

乳

幼

児

健

康

診

査

実
施
日

該

当

者

3
日

昭

和
田
年
3
月
生

6
月

日

目

。

日

年

日

月

生

6
月
げ
日

o

M
年
6
月
生

6
月
四
目

。
日
年
ロ
月
生

6
月

μ
目

。

臼

年

6
月
生

※
は
肱
南

・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
午
后
1
時
鈎
分
1
2
時

実
施
場
所
大
洲
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
ご
こ
ろ
の

待

u
J

府九

大
内
航
自
健

谷
本
沢
太
郎

武
内
泰
直

6 

※※※  

お
く
り
も
の

金

一
封

菅

田

町

金

一
封

菅

田

町

金

一
封

新

谷

町

(
指
定
配
分
)

金

一
封
(
八
多
喜
公
民
館
へ
)

八
多
喜
町
岩
津

金

一
封
(
少
年
自
然
の
家
へ
)

新

町

清

水

隆

高

金

一
封
(
菅
田
喜
楽
連
合
会
と
市
社
協
へ
)

菅
田
町

大

野

正

純

一
万
円

(寄
付
金
を
大
洲
清
和
国
へ
)

殿

町

沖

永

呉

服

庖

二
万
円
(
寄
付
金
を
と
み
す
寮
へ
)

長
浜
町
谷
視
ミ
ヤ
子

三
万
円
(
寄
付
金
を
大
洲
学
園
へ
)

若
宮
加
戸
病
院

加
戸
弘
一

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
の
た
め
預
託
し
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

?i埼
待T

新
刊
図
書
案
内

図
書
館

日
本
語
の

作

法

多

国

道

太

郎

著

古

典

へ

の

飛

朔

馬

場

あ

き

子

著

自
分
の
お
金
を
ど
う
す
る
か
野
末
陳
平
著

し
つ
け
の
心
理
作
戦

多
湖
輝
著

大

予

言

E

五
島

勉
著

日

本

の

薬

草

全

書

中

山

草

司

著

峠

を

歩

く

伊

藤

桂

一
著

に

っ

ぽ

ん

音

吉

漂

流

記

春

名

徹

著

破

局

に

備

え

る

堺

屋

太

一
訳

四

国

路

の

伝

説

武

田

明

編

日
本
の
民
俗
お

・
幻

・
お
・
ぬ

第
一
法
規

伊
予
の
説
話
資
料
の
研
究

小

泉

道

著

読
売
年
鑑
昭
和
白
年
版

読
売
新
聞
社
編

愛
媛
年
鑑
昭
和
田
年
版
愛
媛
新
聞
社
編

え
ほ
ん
風
土
記
お

愛

媛

岩
崎
書
庖

各

駅

停

車

愛

媛

県

愛

媛

新

聞

社

著

白

い

椅

子

丹

羽

文

雄

著

太

陽

黒

点

森

村

誠

一

著

千
利
休
と
そ
の
妻
た
ち

三
浦
綾
子
著

お

茶

を

飲

み

な

が

ら

遠

藤

周

作
著

心
の
花
ご
よ
み

生

方

た

つ

え

著

走
れ
ウ
サ
ギ

J

・
ア
ッ
プ
ダ
イ
ク
著

エ
ネ
ル
ギ
ー

A

・
へ
イ
リ
l
著

園
芸
大
百
科
事
典

1

講

談

社

日
本
農
書
全
集

2

出版

文

協

現
代
語
訳
日
本
の
古
典
6
・
日比
学
習
研
究
社

昭
和
高
葉
集
比

・
日

講

談

社

俳
人
の
書
画
美
術

口

集

英

社

図
説
日
本
文
化
の
歴
史
7

小

学

館

他
mu
冊

図
書
館
利
用
あ
ん
な
い午

前
9
時

午
后
5
時

日
曜
日
、
国
民
の
祝
日
、
毎
月
末

日
、
年
末

・
年
始

。
個
人
貸
出

一
回
、
三
冊
、
日
日
以
内
。

所
定
の
「
図
書
貸
出
券
交
付
願
」
に
記
入

押
印
の
上
、
提
出
す
る
と
登
録
が
済
み
、

貸
出
券
を
交
付
し
ま
す
。

O
グ
ル
ー
プ
貸
出

一グ
ル
ー
プ
叩
名
以
上
で
、
初
冊
、
初
日

以
内
。

所
定
の
「
読
書
グ
ル
ー
プ
貸
出
願
書
」
に

記
入
、
代
表
者
押
印
の
上
、
貸
出
を
し
ま

す
。

O
図
書
館
の
本
の
利
用
は
、
す
べ
て
無
料
で

す
。

O
調
べ
た
い
こ
と
な
ど
は
、
お
気
軽
に
図
書

館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

E

4
1
4
4
1
9
 

O
開
館

。
閉
館

。
休
館

月
曜
日
1
土
曜
日

⑭ 
⑧⑥  
⑧ 
⑧ 
⑧ 

6
月
1
日

6
月
8
日

6
月
日
日

6
月
勾
日

6
月

m日
大
洲
中
央
病
院
宮
④
四
五
五

。

。

。

。

。

。


